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7. 特異な経過をとった生体腎移植の一例
紅谷明(千大)
最近，教室で，成績良好といわれる，日LA，MLC適
合兄弟関腎移植において，血液透析が必要なほど強い拒
絶反応症例を経験したので報告した。また，文献的考察
より， HLA適合群は非適合群より明らかに移植成績良
好なことを考察したが，一部に成績不良のものがあり， 
HLA適合同胞間移植の場合でも，充分慎重な治療が必
要なことを報告した。 
8. 肺葉内肺分画症の 1小児例
菊池俊之(千大)
肺葉内肺分画症の 1小児治験例を経験した。 3歳男児，
繰り返す発熱，咳搬を主訴とし，胸部レ線上右下肺野に
異常陰影を認めた。気管支造影で同部は造影されず，逆
行性大動脈造影で胸部大動脈より同部に直接流入する太
い異常動脈を認め，肺分画症の診断のもとに右下葉切除
を行なった。径 5mmの異常動脈を認めた。肺分画症は
本邦集計上男にやや多く，大半が下葉にある。発見年齢
は小児期に多くピークは10--14歳にある。殆どの症例が
手術により治癒している。 
9. 食道 R-早期癌の一例
陣文夫(千大)
症例は55歳の男性。健診で食道ポリープを指摘され，
当科紹介。食道レ線で Iuの部位に腫癌型の陰影欠損あ
り，内視鏡では隆起型腫癌を認め，生検にて肩平上皮癌と
診断した。術前日oCo4000r，BLM 108mg，PS-K 87gを
うけた。昭和50年12月胸部食道全身j噴門側胃切除胸壁前
食道胃吻合を施行した。術後照射は両側鎖骨上寵に5000 
r.切除標本は1.3xO.8cmの表層型で， sm，no，ly(ー )， 
v(ー )。術後経過良好。一年，健在。 
10. Elemental diet (成分栄養法)に関する研究
-第 1報一
山室美砂子(千大)
最近 IVHと並び注目されている elemental clietの，
胆汁，勝液分泌に及ぼす影響を実験的に検討した。ラッ
トの総胆管，勝管に canulationして，胆汁， H平液を持
続的に採取し，空腸痩より elementalcliet，高張糖液，
アミノ酸等を注入した。高張糖液， アミノ酸で分泌は
強く抑制され， elemental clietは殆んど影響を示さな 
11. 乳癌による乳房切断例の検討
唐司則之(千大)
教室における1960年より 1970年までの乳癌手術症例は 
189例で術式別割合をみると定型的乳房切断術は27例， 
14.3%，非定型的乳房切断術は153例， 81.0%と最も多
く， 単純乳房切断術は 9例， 4.7%である。これらの症
例の 5生率は71.0%で，術式別では単乳切77.8%，非定
型的乳切75.4%，定型的乳切は46.7%と最も悪い。 Tnm
分類で 5生率をみると， Tl 87.5%， T2 75.5%， T3 
48.4%， nでは no91.1%，nlα55.6%，nls 40.6%で
ある。組織型は乳頭腺管癌80.6%，髄様腺管癌70.5%，
硬癌55.3%である。 
12. 大腸の運動機能，特に電気生理学的検討
坂庭操(千大)
大腸の運動機能，特に排便機能の問題点と今後の研究
方針について検討した。直腸虹門内圧検査法はヒノレシュ
スプノレング病の生理学的診断法として有用であるが，排
便機構の解明の為には， これに加えて両目工門括約筋，挙
月工筋群の筋電図学的検索が必要である。今後これらの検
索と共に， 直腸運動と筋電図の同時継続的観察， cine 
clefecogramの映像工学的分析等を行ないたい。 
13. 陣頭部領域癌の臨床病理学的検討
山本義一(千大) 
1965年より 1976年11月までに教室で経験せる陣頭部領
域癌は70例である。 うち切除例は，陣頭部癌44例中 5
例， 乳頭部癌16例中12例， 下部胆管癌10例中 9例であ
り，これらについて臨床病理学的な検討をした。また乳
頭部癌を I型(十二指腸限局型)， n型(膨大部限局型)， 
E型(十二指腸膨大部型)， N型(胆勝管型)に分類した。 
I型 1例で 2年 5カ月健在， n型 l例で 8年健在である。 
E型は 7例，日r型は 3例であった。 
14. 高カロリー輸液と ElementalDietの膝外分泌
に及ぼす影響
坂本昭雄(千大)
現在外科手術の術前術後管理に欠く事のできないもの
となってきた高カロリー輸液に対し，経腸栄養において
も従来の経管栄養に加え，化学的に合成された低残誼食
品は ElementalDietとして臨床的にも成果を治めて
